
塩津宿と常夜燈 ・道標
江戸時代に玉里半越とも称された塩津街道の終点であ

る塩津宿には、約 1kmにわたって続く街道筋に百軒あま
りの民家が並んでいる。集落の北入口には天保五年(
1834)建立の石造常夜燈が建ち、基壇には「海道繁栄
馬持中世話役九ヶ村役人中五穀成就」と 、街道交
通の要所であったことを倍、ばせる文言が刻まれている。

常夜燈の隣には天保12年(1841)の紀年銘がある石造
道標も建てられている。もともとは、もう少L南側に建
てられていたものだが、 「左いせたにくミ きのもと
すぐ竹生島大津諸浦出航」と刻まれ、陸路だけで

なく港からの航路も案内する道標である。
かつて栄えた塩津宿は、明治17年(1884)に敦賀 畏

浜聞に鉄道が開通し、昭和13年 (1938)に定期連絡船が
途絶えると、静かな湖畔の集落へと姿を変えていった。

[アヲセス1・JR北陸線温津駅下車徒歩30分 [もっと詳しく知りたいひとへの案内]
(関連文献/隠郵笹宣)

・滋賀県教育壷員会 『中近世吉道調査報告9 若狭
街道塩津海道』 平成18年

・(財)滋賀県文化財保謹協会福 『びわこの考湖学 1

琵琶湖をめぐる交通と桂涜カ』 平成21年

サンライズ出版

びわ湖北端の港
平安時代の塩津港と水辺の神社

長浜市西浅井町塩津浜

塩津港遺跡と琵琶湖

塩津は海津 ・大浦とともに湖北三湊の 1っと称

され、古代以来、北陵地方の物資を湖上交通を使

って京都へ運ぶための集積地として、重要な位置

を占めていた。

近年の発掘調査によって、平安時代の神社の跡

が発見された。地下に埋もれていた神社の跡から

は、運送業者たちが神に誓った註請受を書いた長

大な木簡や、神社の御神体であったと考えられる

神像など 、数多くの遺物が見つかっている。

琵琶湖の水運を支える代表的港湾であった塩津

港の遺跡は、発掘調査によって古代から中世への

移行期の港湾施設の実態が明らかとなった。

港を守る祈りの場。琵琶湖の恵みをあらわす水

の宝である。
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